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第

73

回

定

時

社

員

総

会

　

６
月
20
日（
月
）午
後
１
時
か
ら
、「
府
中

の
森
芸
術
劇
場
」
ふ
る
さ
と
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
第
73
回
定
時
社
員
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、昨
年
に
引
き
続
き
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
会
員

の
皆
様
に
は
極
力
「
委
任
状
」
又
は
「
議
決

権
行
使
書
」
の
活
用
を
、
事
前
に
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、瀬
谷
会
長
か
ら
、当
セ
ン
タ
ー

の
活
動
、
事
業
に
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り

御
礼
申
上
げ
る
旨
、感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

「
今
回
も
昨
年
同
様
、コ
ロ
ナ
感
染
予
防

の
た
め
、
会
員
表
彰
や
来
賓
の
参
列
等
の

セ
レ
モ
ニ
ー
を
中
止
し
て
、変
則
的
な
総
会

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
で
は
、
残
念
な
が
ら

当
セ
ン
タ
ー
で
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
が

あ
っ
た
ほ
か
、事
業
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
縮
小

を
強
い
ら
れ
、
事
業
実
績
に
も
大
き
な

影
響
が
出
ま
し
た
が
、
何
と
か
回
復
に

向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

第
３
次
中
期
計
画
の
事
業
実
績
の
令
和

４
年
度
の
目
標
額
９
億
円
に
つ
い
て
は
、

達
成
で
き
る
見
込
み
で
、来
月
７
月
20
日
に

は
『
創
立
45
周
年
』
を
迎
え
る
次
第
で
す
。

本
年
11
月
に
開
催
予
定
の
『
45
周
年
記
念

行
事
』
に
は
、
府
中
市
民
の
方
に
も
参
加

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

今
後
の
事
業
に
つ
い
て
は
、第
４
次
中
期

計
画
策
定
検
討
会
を
発
足
さ
せ
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
、
新
し
い

問
題
へ
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
」
と
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
議
事
に
先
立
ち
、関
根
常
務
理
事

か
ら
「
総
会
当
日
の
会
員
数
１
，
９
９
４

名
、
出
席
者
25
名
（
委
任
状
提
出
者

１
，
５
６
１
名
、
議
決
権
行
使
書
提
出
者

９
名
）
合
計
１
，
５
９
５
名
で
あ
り
、
全

会
員
数
の
79
．
９
％
と
な
り
、
全
会
員
数
の

２
分
の
１
を
超
え
、成
立
要
件
を
満
た
し
た

総
会
で
あ
る
」
旨
の
報
告
が
あ
り
、
総
会

は
有
効
に
成
立
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
田
中
理
事
が
議
長
に
選
任

さ
れ
、
議
事
に
移
り
ま
し
た
。

監
事
報
告

　

監
査
の
結
果
は
、「
法
令
及
び
定
款
に

従
い
適
正
と
認
め
ら
れ
る
」
旨
が
、
橋
本

監
事
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

　

「
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

３
月
31
日
ま
で
の
事
業
報
告
の
件
」

　

萩
原
理
事
か
ら
報
告
の
と
お
り
、
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

決
議
事
項

第
１
号
議
案
「
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
計
算
書
類

等
の
承
認
の
件
」

　

佐
藤
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
「
監
事
１
名
選
任
の
件
」

　

瀬
谷
会
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が

あ
り
採
決
の
結
果
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
表
彰

　

１
２
０
月
以
上
就
業
者
の
表
彰
は
、今
般

の
総
会
の
状
況
を
考
慮
し
て
、
表
彰
式
と

記
念
品
贈
呈
を
省
略
し
、
別
途
セ
ン
タ
ー

事
務
局
に
お
い
て
受
賞
者
の
方
々
に
お
渡

し
す
る
こ
と
で
、ご
了
解
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、す
べ
て
の
議
事
が
終
了

し
、
第
73
回
定
時
社
員
総
会
は
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
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第
51
回
「
府
中
市
民
桜
ま
つ
り
」
に
合

わ
せ
て
、４
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）に

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
が
、３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
旧
「
ふ
れ
あ
い
会
館
ま
つ

り
」
に
比
べ
小
規
模
な
開
催
で
し
た
が
、

４
・
５
日
前
に
満
開
に
な
っ
た
桜
は
気
温

の
低
下
で
長
持
ち
し
、
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
時
の
オ
ー
プ
ン
前
に
瀬
谷
周
三
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
（
ふ
れ
あ
い
１
７
３
号

で
既
報
）
、
田
中
英
典
実
行
委
員
長
か
ら

開
催
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
来
場
者
の
マ
ス
ク

着
用
、
体
温
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
役
員
の

方
々
が
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
会
館
の
玄
関
前
で
は
、
正
面

左
側
は
小
物
班
の
売
り
場
と
な
り
、
右
側

は
総
合
受
付
を
設
け
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道

危
機
救
援
金
箱（
日
本
赤
十
字
社
を
経
由
）

が
置
か
れ
ま
し
た
。ま
た
、植
木
剪
定
相
談

コ
ー
ナ
ー
、刃
物
研
ぎ
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
い
つ
も
の
自
転
車
置
き
場

を
西
側
に
移
動
し
、
入
り
口
の
お
客
さ
ん

の
流
れ
を
一
方
通
行
に
し
て
、
対
面
に
な

ら
な
い
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
会
館
の
１
階
で
は
、正
面
入
口

Ｆ
Ｓ
Ｃ
45
周
年
記
念

「
シ
ル
バ
ー
フェア
」開
催

に
シ
ル
バ
ー
入
会
相
談
会
（
総
務
委
員
）

が
設
置
さ
れ
、
10
人
程
の
方
々
が
相
談
に

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
、小
学
生
の

国
語
・
算
数
・
英
語
、
中
学
生
の
数
学
・

英
語
の
相
談
、
大
人
の
英
会
話
学
習
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

右
奥
の
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
室
で
は
、

洋
服
リ
フ
ォ
ー
ム
の
特
別
営
業
、相
談
室

で
は
「
書
道
教
室
」
作
品
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

刃
物
研
ぎ
の
「
先
着
20
名
無
料
サ
ー

ビ
ス
」
や
、
洋
服
の
「
ズ
ボ
ン
の
丈
詰
め

半
額
券
」の
配
布
な
ど
も
人
気
で
し
た
。

毎
回
、人
気
の
高
い
花
苗
の
無
料
配
布
は
、

２
日
間
の
11
時
と
14
時
に
先
着
１
０
０
名

に
無
料
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
対
策
に
配
慮
し
て
、

手
渡
し
を
や
め
来
場
者
が
直
接
選
ぶ
形

を
と
り
ま
し
た
。ガ
ー
ベ
ラ
や
ベ
ゴ
ニ
ア
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
等
々
、
色
と
り
ど
り
の

花
を
家
族
連
れ
や
年
配
の
方
々
が
楽
し

そ
う
に
選
ん
で
行
か
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
に
配
慮
し
、工
夫
し
て
執
り

行
わ
れ
た
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
は
、
２
日
目

の
午
後
は
雨
が
強
く
な
り
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、２
日
間
通
算
で
、

１
，
２
０
０
人
以
上
の
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。



令和4年7月26日 府中市シルバー人材センター広報紙174号 （4）

ホームページ　https://webc.sjc.ne.jp/fsc/index　　E メール　fsc@fsc.or.jp

運
営
調
整
会
議
の
報
告
を
し
ま
す

働
く
会
員
の
職
場
訪
問

働
く
会
員
の
職
場
訪
問

教
育
委
員
会
関
連
文
書
等
交
換
業
務

教
育
委
員
会
関
連
文
書
等
交
換
業
務

　

こ
の
業
務
の
内
容
は
、市
立
の
幼
稚

園
、小
・
中
学
校
、教
育
セ
ン
タ
ー
、

給
食
セ
ン
タ
ー
に
、文
書
等
を
配
送
・

運
搬
・
回
収
す
る
業
務
等
で
す
。

　

就
業
形
態
は
、こ
れ
ま
で
の「
請
負
」

と
異
な
り
、東
京
し
ご
と
財
団（
連
合

本
部
）の
派
遣
元
と
の
間
に
雇
用
関

係
が
生
じ
、派
遣
事
業
所
で
あ
る
当

セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
労
働
会
員
を
派

遣
す
る
事
業
で
す
。会
員
は
、派
遣
先

で
あ
る
府
中
市
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
の
担
当
職
員
か
ら
、日
常
業
務

の
指
示
や
就
業
時
間
等
の
管
理
を
受

け
、業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
３
名
が
従
事
し
て
い
て
、

リ
ー
ダ
ー
の
望
月
さ
ん
、池
上
さ
ん
、

植
竹
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

勤
務
日
は
、水
曜
日
を
除
く
週
４
日

で
、勤
務
時
間
は
８
時
か
ら
16
時
30
分

で
、実
働
７
時
間
45
分
で
す
。

　

市
内
36
の
施
設
を
府
中
街
道
で
東

西
に
分
け
、午
前
は
東
の
19
施
設
、

午
後
は
西
の
17
施
設
に
市
有
車
を

運
転
し
、文
書
等
の
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。

翌
週
は
午
前
と
午
後
が
入
れ
替
わ
り
、

１
日
の
走
行
距
離
は
約
50
㎞
で
す
。

　

出
勤
時
に
は
、教
育
総
務
課
の
棚

か
ら
配
送
文
書
等
を
施
設
ご
と
に
仕
分
け

し
、専
用
の
布
袋
に
入
れ
ま
す
。年
度
末
に

は
１
施
設
２
～
３
㎏
に
な
り
ま
す
が
、平
均

す
る
と
１
施
設
１
㎏
で
す
。

　

施
設
数
が
多
い
た
め
、配
送
ル
ー
ト
、駐
車

場
所
、受
渡
場
所
を
覚
え
、仕
事
に
慣
れ
る

ま
で
３
か
月
位
か
か
り
ま
す
。

　

業
務
上
、安
全
運
転
と
、配
送
の
正
確
性
・

迅
速
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。小
学
校
低
学
年

の
下
校
時
間
帯
に
重
な
る
と
き
は
、特
に
運

転
に
気
を
つ
け
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、事
故
等
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、今

後
も
安
全
運
転
に
心
が
け
業
務
を
遂
行
し

た
い
、と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

運
営
調
整
会
議
は
、
会
長
・
副
会

長
・
常
務
理
事
に
加
え
各
委
員
会

の
委
員
長
が
出
席
し
て
、
偶
数
月
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
的
は
、

セ
ン
タ
ー
の
運
営
課
題
に
つ
い
て

検
討
し
、
運
営
の
方
向
性
を
討
議

す
る
こ
と
で
す
。

　

６
月
は
13
日（
月
）に
開
催
さ
れ
、

次
の
内
容
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

❶
今
後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

ア
．
第
４
次
中
期
計
画
の
策
定

イ
．
商
工
ま
つ
り
の
対
応

ウ
．
シ
ル
バ
ー
生
き
活
き
フ
ェ
ス
タ

エ
．
そ
の
他

❷
配
分
金
・
最
低
賃
金
へ
の

対
応
に
つ
い
て

❸
理
事
会
の
議
題
に
つ
い
て

❹
各
委
員
会
の
課
題
に
つ
い
て

❺
そ
の
他

　

ま
た
、
来
年
の
令
和
５
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
と
最
低
賃
金

の
内
容
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
に
つ
い
て
は

施
行
時
期
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
会
員
の
皆
様
に
概
要
を
き
め
細
か
に
周
知

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
第
１
回
目
は
本
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
セ
ン
タ
ー
の
課
題
と
し
て
各
就
業
先
の
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）（
持
続
可
能
な
社
会
実
現
へ
の
取
組
み
）へ
の
対
応
等
が
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
を
挙
げ
て
就
業
先
や
会
員
間
の
絆
の
重
要
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

※全国シルバー人材センター事業協会「SDGsの取り組み」から
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会
員
と
し
て
１
２
０
か
月
以
上
就
業
し
た
者

＜会員表彰者＞＜会員表彰者＞
阿
部
　
政
吉

石
井
　
孝
子

伊
藤
　
茂

稲
葉
　
剛
志

井
上
　
他
津
男

岩
崎
　
昭
眞

宇
佐
　
偉
津
志

岡
本
　
由
之

岡
山
　
久
雄

小
佐
田
　
英
機

上
垣
内
　
正
子

上
村
　
健
二

日
下
　
優
子

倉
持
　
昭
雄

黒
川
　
京
三

小
泉
　
良
子

小
出
　
久
治

小
谷
　
英
通

小
牧
　
助
行

小
山
　
泰
子

斉
藤
　
利
夫

斉
藤
　
治
彦

坂
野
　
秀
男

佐
藤
　
静
江

芝
﨑
　
栄
一

嶋
田
　
利
男

髙
野
　
文
子

髙
橋
　
修
行

髙
橋
　
亨

竹
田
　
紀
子

谷
口
　
眞
清

谷
澤
　
味
重
子

田
村
　
匡
司

智
田
　
悦
子

土
屋
　
宰
司

中
島
　
チ
ト
リ

中
村
　
保

中
村
　
弘
実

南
雲
　
常
夫

新
島
　
孝
一

野
木
　
晴
夫

野
崎
　
勇

野
仲
　
三
郎

萩
澤
　
榮
子

蓮
見
　
實
生

長
谷
川
　
祥
子

原
　
　
信
行

平
原
　
正
敏

福
原
　
妙
由
子

藤
原
　
勝
朗

古
山
　
泰
一

前
田
　
豊

増
田
　
誠
一

増
田
　
敏
幸

松
久
　
紀
久
夫

松
村
　
巌

森
　
　
敏
子

山
﨑
　
吉
信

山
田
　
邦
夫

横
山
　
茂

吉
村
　
尚
枝

渡
辺
　
千
寿
子

渡
辺
　
信
子

63
名
（
敬
称
略
）

◆
生
涯
現
役
！
輝
く
シ
ル
バ
ー
さ
ん
㉒
◆

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し

た
の
は
、
か
つ
て
の
職
場
の
友
人
に
誘
わ
れ

て
の
こ
と
で
し
た
。

　

初
め
の
仕
事
は
お
寺
の
仕
事
で
、
住
職

さ
ん
、
事
務
の
方
な
ど
皆
様
に
良
く
し
て

い
た
だ
き
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
２
０
１
２
年
か
ら
は
民
間
企
業
に

変
わ
り
、そ
の
後
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
若
い
社
員
の

方
々
に
も
助
け
て
い
た
だ
き
、
勉
強
に
な
る

こ
と
も
多
く
、
毎
日
が
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、表
彰
受
賞
と
い
う
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
て
沢
山
の
友
人
達
に
恵
ま
れ
、

セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
皆
様
方
の
励
ま
し
と

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
と
、
心
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
早
く
終
息

す
る
こ
と
を
願
い
、
日
々
健
康
に
気
を
つ
け

て
、
も
う
少
し
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

受賞者
渡辺 千寿子さん

　

現
役
卒
業
の
翌
年（
平
成
24
年
）、古
稀
の

年
明
け
に
、「
さ
あ
の
ん
び
り
す
る
ぞ
！
」と

た
っ
ぷ
り
自
由
時
間
を
手
に
し
た
も
の
の
、

１
か
月
も
す
る
と
暇
を
持
て
余
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ふ
と
、目
に
し
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
府
中
け
や
き
並
木「
ち
ょ
こ
・
り
ん
・
ス
ポ
ッ

ト
」（
一
時
的
な
駐
輪
場
へ
の
誘
導
）の
急
募

情
報
が
、セ
ン
タ
ー
入
会
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

ト
ン
ト
ン
拍
子
に
決
ま
っ
て
、４
月
の
就
業

初
日
、「
春
一
番
」の
大
風
で
自
転
車
が
バ
タ

バ
タ
倒
れ
、大
汗
か
き
か
き
で
、え
ら
い
部
署

へ
入
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
10
年
。府
中
駅
南
側
再
開
発
で

「
ル
シ
ー
ニ
ュ
」が
で
き
、同
時
に
ち
ょ
こ
・
り
ん

は
終
了
。現
在
は
当
時
と
ほ
ぼ
同
じ
40
人

体
制
で
、セ
ン
タ
ー
の
業
務
担
当
職
員
さ
ん

の
的
確
な
ご
指
示
の
も
と
、府
中
駅
周
辺
の

自
転
車
の
放
置
防
止
の
誘
導
の
ほ
か
、け
や

き
並
木
通
り
の
清
掃
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。60
歳
か
ら
80
歳
超
の
最
高

の
仲
間
達
と
、和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で

充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

受賞者
芝﨑 栄一さん
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ＫＳＫ（会員就業・交流事業検討会）
写真コンテスト入賞作品の発表

写真コンテスト第６回の入選作品

第３位：田丸博巳さん
『晩秋』

第１位：木谷曙子さん
『春はそこ』

第２位：池岡道範さん
『烏の行水』

写真コンテスト第７回の入選作品

第１位：徳田豊彦さん
『瓢箪池の寿町公園の桜が満開』

第２位：芝辻克己さん
『夜の竹林』

第３位：佐藤全弘さん
『地上100ｍの高所作業』

写真コンテスト第８回の入選作品

入選：剣持公三さん
『ねこじゃらし』

入選：瀬谷周三さん
『大町の春』

入選：田丸博巳さん
『春よこい』

写真コンテスト第９回の入選作品

入選：田中和美さん
『仲良し兄妹』

入選：瀬谷周三さん
『御庭番』

入選：田丸博巳さん
『絹の流れ』
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Eメール：fsc@fsc.or.jp会員増強運動　会員の輪を広げよう

編

集

後

記

　

新
型
コ
ロ
ナ
株
が
流
行
し
て
か

ら
、早
く
も
３
年
を
経
過
し
ま
し

た
。こ
こ
１
～
２
か
月
は
、徐
々
に

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、再

び
新
た
な
変
異
株
の
影
響
に
よ
り

感
染
者
が
急
激
に
増
え
始
め
て
い

ま
す
。（
７
月
中
頃
の
原
稿
執
筆

時
点
）

　

ま
た
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
よ
り
、生
活
へ
の
支
障
が
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
中
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。１
日
で
も
早
い
終
息
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

　

暗
い
世
相
が
続
く
中
、当
セ
ン

タ
ー
の
事
業
実
績
は
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
着
実
に
上
向
き
に
転

じ
て
お
り
ま
す
。会
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
以
上

に
感
染
予
防
と
熱
中
症
対
策
を
講

じ
ら
れ
、無
事
に
こ
の
夏
を
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
総
務
委
員
会　

芝
辻
）

小
学
生
・
高
齢
者 

自
転
車
競
技
大
会

　

小
学
生
・
高
齢
者
の
自
転
車
競
技

大
会
が
、６
月
11
日（
土
）に
府
中
市

第
三
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、府
中
市
の
交
通
安
全
の

一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
た

行
事
で
す
が
、３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、高
野
律
雄
市
長
の
挨
拶
に
始

ま
り
、小
学
生
、高
齢
者
に
分
か
れ
て

競
技
が
進
み
ま
す
。１
チ
ー
ム
６
名
の

走
行
競
技
と
、参
加
者
６
名
の
合
議
に

よ
る
学
科
テ
ス
ト
に
よ
る
総
合
点
で

競
技
が
争
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、小
学
生
の
部
が
11
チ
ー

ム
、高
齢
者
の
部
は
８
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。走
行
前
に
左
右
を
目
で
確

認
す
る
こ
と
や
、横
断
歩
道
、線
路
の

渡
り
方
な
ど
、自
転
車
走
行
ル
ー
ル
に

沿
っ
た
走
行
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、安
全
委
員
会
か

ら
１
チ
ー
ム（
Ａ
チ
ー
ム
）、自
転
車

管
理
か
ら
１
チ
ー
ム（
Ｂ
チ
ー
ム
）の

計
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。競
技

で
は
Ｓ
字
カ
ー
ブ
や
ポ
ー
ル
を
倒
さ

な
い
よ
う
に
走
行
す
る
難
所
が
あ
り

ま
す
。そ
こ
で
足
が
地
面
に
着
い
た

り
、コ
ー
ス
を
外
れ
た
り
と
、各
チ
ー

ム
の
選
手
が
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、

結
果
は
自
転
車
管
理
の
Ｂ
チ
ー
ム
が
、

羽
山
　
幸
男
　
（
西
原
町
）

髙
見
澤
　
公
徳
（
西
府
町
）

中
島
　
庄
市
　
（
北
山
町
）

舟
久
保
　
光
子
（
紅
葉
丘
）

西
隈
　
邦
彦
　
（
美
好
町
）

慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

訃

報

第
４
次
中
期
計
画
策
定
検
討
会
の

発
足
と
委
員
紹
介

　

現
在
の
第
３
次
中
期
計
画
は
、
来
年
３
月
で

終
了
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
社
会
環
境
の
変
化
に

的
確
に
対
応
す
る
事
業
運
営
や
経
営
基
盤
の

強
化
策
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
第
４
次
中
期

計
画
」
に
つ
い
て
、
５
月
末
に
検
討
会
が
発
足

し
、
12
月
ま
で
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

検
討
内
容
は
中
期
的
視
点
に
立
っ
た
事
業

運
営
の
計
画
・
目
標
、
経
営
基
盤
強
化
の
計
画
・

目
標
な
ど
で
す
。

　

検
討
会
の
委
員
は
、理
事
と
し
て
、佐
藤
佐
俊
、

萩
原 

信
、
成
沢
洋
子
、
松
井 

等
各
氏
の
ほ
か
、

会
員
か
ら
は
溝
口 

猛
、斎
藤
は
る
み
、清
水
光
男
、

村
野
幸
夫
、
大
倉
由
紀
子
、
見
附
美
紀
の
各
氏

で
す
。

　

検
討
会
の

委
員
と
し
て

は
、
各
常
任

委
員
会
と

地
域
班
長

か
ら
委
員
を

選
出
し
、

今
年
中
を

目
途
に
計
画

を
作
成
す
る

予
定
と
し
て

い
ま
す
。

見
事
第
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
の
会
員
は
、普
段
か
ら
自
転

車
を
利
用
す
る
機
会
が
多
く
、自
転

車
は
、大
変
便
利
で
手
軽
な
乗
り
物
で

す
が
、一
歩
間
違
え
る
と
大
き
な
事
故

に
繋
が
り
、被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
か
ら
一
生
後
悔
し
な
い

よ
う
に
、安
全
走
行
を
心
掛
け
た
い
と

思
い
ま
す
。



令和4年7月26日 府中市シルバー人材センター広報紙174号 （8）

ホームページ　https://webc.sjc.ne.jp/fsc/index　　E メール　fsc@fsc.or.jp

配分金には消費税が含まれています。

「適格請求書等保存方式」
インボイス制度  配分金と消費税

　現在、会員の皆さんが受け取っている「配分金」には、その配分金に係る消費税が含まれています。つまり、
シルバー人材センターからは、発注者からお預かりした消費税も含めて支払っているということになります。

配分金には消費税が含まれています１

　本来、会員の皆さんは個人事業主として、受け取った配分金に係る消費税は税務署に申告納税する必要
がありますが、消費税法上、課税売上として受け取る金額が、年間1,000万円以下であるため、ほとんどの
会員の皆さんは免税事業者として取り扱われ、申告納税する必要がありません。

本来、配分金に係る消費税は税務署に申告納税する必要があります２

　令和５年１０月より新たに「適格請求書等保存方式」（インボイス制度）の導入が予定されています。
　インボイス制度とは、消費税に関する制度のことで、センターが納める消費税や配分金の取扱いにも
影響する可能性のある問題です。

インボイス制度の導入３

この制度が始まると、センターは消費税免税事業者である会員さんとの取引について、これまで認められて
いた税額控除ができなくなり、新たな納税コストが発生してしまいます。シルバー人材センターは公益法人
であり、収入が費用を上回ってはならない「収支相償」の原則もあることから、この新たなコストを負担
することは、大変な困難を伴うことになります。

シルバー人材センターの運営には大きな影響４

現在、関係機関(府中市・全シ協・東京都シルバー人材センター連合)などが連携をはかり、今後の対応を
協議・検討しています。しかし、会員の皆さんにとっても重要な事項ですので、その動向については、メール
便、会報「ふれあい」等で、適宜、情報提供させていただきますのでよろしくお願いします。

今後の対応…５

大切なお知らせ

配分金にかかる消費税の取り扱いについて


